
名古屋大学［編］　以下、執筆者一覧（五十音順）

伊藤  彰 浩	 大学院教育発達科学研究科教授
齋 藤  芳 子	 高等教育研究センター助教
榊原  千 鶴	 男女共同参画センター教授
恒 川  和久	 大学院工学研究科教授
羽 賀  祥二	 名誉教授
堀田 慎一郎	 東海国立大学機構大学文書資料室特任助教
松 尾  清 一	 第 14 代総長、東海国立大学機構長
吉川  卓 治	 大学院教育発達科学研究科教授

定価 税込各 2,970 円 / 本体各 2,700 円
ISBN978-4-8158-1063-4（上）
ISBN978-4-8158-1064-1（下）　C0000
A5 判・並製・284+320 頁　2022 年 4 月刊行

「
名
大
」
に
歴
史
あ
り—

—

ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
、
変
化
し
て
き
た
の
か
。

教
育
・
研
究
・
大
学
生
活
・
キ
ャンパス
の
変
遷

を
、
組
織
の
沿
革
と
と
も
に一望
で
き
る
通
史
。 

上
巻
で
は
、
１
８
７
１
年
の
「
創
基
」
か
ら
、

帝
国
大
学
の
時
代
、
新
制
大
学
と
し
て
の
出
発

を
経
て
、
１
９
８
０
年
代
ま
で
の
歩
み
を
た
ど

り
、
下
巻
で
は
、
教
育
・
研
究
体
制
の
大
改
革

か
ら
、
国
立
大
学
法
人
化
を
経
て
、「
東
海
国

立
大
学
機
構
」
設
立
ま
で
の
展
開
を
跡
づ
け
る
。

写
真
も
多
数
掲
載
。
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